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研究成果の概要（和文）：本研究は、乳児の視点から家庭内の事故予防の方策を見つけることを目的とする。乳
児用の視線計測装置を開発し、乳幼児の日常生活を乳幼児の視点で調べた。主な研究成果として明らかになった
点は、（１）乳児は1つのものに集中する時間が短く、動き回り探索する行動を続けていた。（２）室内のもの
の多くは自分の頭より上にある為、視線をあげる動作が頻回に見られた。（３）乳児はテーブルや椅子の下を動
き回り、おもちゃで遊ぶより母親のバッグ、食材などで遊ぶことが多かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to find a method of preventing accidents at 
home from the viewpoint of infants.　We developed an eye tracking device for infants and 
investigated the daily life of infants through this device.　The main results of the study are as 
follows:
(1) Infants spent less time focusing on one thing and moved around to continue searching.　(2) Most 
items in the room are above the infant’s head, so the infant often looked up. (3) Infants tend to 
crawl under tables and chairs and play with items that are not toys such as their mothers' bags and 
ingredients (if they are in the kitchen).

研究分野：小児科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究で、乳児の日常生活を乳児の視点で調べることができた。母親が家事をしている間に、乳児は常に室
内の探索を行っており、その視線は大人とは全く異なっていた。探索行動中乳児は危険な物に遭遇しており、日
常における事故が起きやすい状況を映像から確認できた。これらの結果は、事故予防の対策に有用な情報となる
と確信する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 過去 50 年以上にわたり、不慮の事故が主要な小児の死因原因になっている。平成 25 年の

人口動態統計でもそれが示されている。子供の死因順位において、今日の医学でも予防・治

療が困難な疾患が並ぶ中で、唯一「不慮の事故」だけが、予防により減少させることが可能

な障害である。 

(2) 今日では、「事故」は科学的に分析し、対策を講ずることにより予防することが可能である

と考えらえている。医学の分野では、平成 27 年 10 月から、医療事故の再発防止につなげ

る「医療事故調査制度」が始まった。子供の事故についても、小児科学会誌に過去の事例の

報告書が「Injury Alert（傷害速報）」として掲載されるようになった。 

(3) しかしながら、子供の事故に関する取り組みは不十分なままである。個々の実態調査も大切

であるが、後方視的な調査結果のみでは、具体的な予防策はなかなか見えてこない。小児で

は不慮の事故は年齢（月齢）によって異なり、発育発達段階が大きく関係している。乳幼児

の身体の大きさ、機能、認知能力、行動範囲など子供の年齢に合わせた総合的な観点から、

事故の対策を講ずる必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究は、乳児の視点から家庭内の事故予防の方策を見つけることを目的とする。近

年、装着型の視線計測装置が開発され、動作時の視線計測が可能となった。その装置を使

い、乳幼児の日常生活を彼らの視点でアプローチする。調査は以下の 2つについて行う。 

(1) 実験室にリビングルームを再現し、その空間で母子が一緒過ごす間の二人の視線計測を行

う。母児の視野の高さや広さの違い、注視する事物の違い、死角となる領域の違いを調べる。 

(2) 乳児の家庭内での行動範囲を調べる。乳児の自宅にカメラを設置し、乳児の行動をチェック

する。さらに視線計測装置も使い、家庭内での乳児の視線についても調査する。 

以上の乳児の視線計測による調査結果により、今まで見えなかった危険因子を見出し、家庭

内の事故について検証し、新たな事故予防の対策を構築する。 

 
３．研究の方法 

本研究では、乳幼児の日常生活を乳幼児の視点で調べる。その結果から、家庭内の危険因

子を見出し、新たな事故予防の対策を構築する。具体的には以下の方法で研究を進めた。 

(1) 近年、装着型の視線計測装置があるが、動作時の乳幼児の視線計測についてはまだ開発され

ていない。当研究のための乳児用のワイヤレスの視線計測装置を作製する。 

(2) 実験室にリビングルームを再現し、その空間で母子が一緒に過ごす間の二人の視線計測を

行う。児は我々が開発した視線計測装置を使い、母は既存の視線計測装置（Tobii Grass）

を使う。視野の高さや広さの違い、注視する事物の違い、死角となる領域の違いを調べる。 

(3) 乳幼児の自宅を訪問し、開発した視線計測装置を乳幼児に装着して、乳幼児の主観的な視点

で日常の生活を観察する。各部屋へ小型カメラを設置する。調査は家庭内の事故が一番多い

夕方 30分間まで装着し、3日間継続して計測する。 

(4) これらの得られた映像をもとに、動作解析や、移動距離、視線の方向などを解析し、乳幼児

の行動や安全面に必要な対策を見つける。 

 

４．研究成果 

(1) 乳児用の視線計測装置の開発 

表２



乳児に装着するための小型カメラ装置を開発し

た。過去の文献中の装置は巨大でコードが繋

がっており、子供の活動は制約される 。家庭

内での使用を可能するためにはワイヤレスの

装置が必要である。そのため極力小型、軽量

なカメラの開発を目指し、5mm×5mm 大 の小型

カメラの実用化を進めた。乳児に直接カメラ

を接着させた場合の安全性について検討し、

カメラの先端部分が高温になることが想定された。そこで、このカメラを乳児の帽子に装

着し、乳児の負担なくかつ安全に視線計測できるようにした（図 1,2）。 

 

(2) 実験室内での行動観察 

研究施設内にリビングルームを再現した。実験室内にスペ

ースを確保し、実際の家庭内と同様のリビングダイニング

6m×3m(12〜13 畳)を作った。ソファやテーブル、テレビ、

台所のシンクも設置し、さらにこの部屋はフローリング様

式のマットを敷き、可能な限り乳児が研究室と意識しない

空間造りを行った。実験室のリビングルームで母子が一緒

過ごす間の二人の視線計測を行った（図３）。研究期間内で

総計 25名の調査をした。 

 

(3) トラッキングシステムによる行動軌跡 

カメラ映像から、ある人物に焦点を当てて人物の 行動軌跡を追跡するシステム（トラッキ

ングシステム）を開発した（図４）。天井からのカメラの映像を使って、乳児の行動範囲を

計測し親と子供の移動履歴を算出した（図 5）。①乳児は探索行動を行い、母親の３倍の移

動距離があった。②乳児は親を中心に周辺を回るように移動した。② 死角に入る場合もあ

る。③乳児は徐々に行動範囲を伸ばしていくなどの傾向がみられた。 

 

(4) 母子の視線を計測 

図１ 図２ 

図４ 図５ 

図３ 



リビングルームでの乳児の視線計測を行った。母親とリビ

ングで一緒に過こす間の二人の視線計測行った。実験中の

母親の視線計測を同時に行い、母子の視線計測を比較した。

母親には既存の視線計測装置 Tobii Pro Glasses 2 を使っ

た。調査結果から、実験中母親は子供の動きや行動を頻繁に

観察・監視していた。一方、乳児の視線は低く、乳児はほと

んど母親の顔を見ることなく、玩具に集中していた。特に母

親が乳児と遊ばず、他の作業 をしている(質問票への記入な

ど)ときには、母親は視線を頻回に乳児を見ていたが、乳児は

ほとんど母親を確認してすることは無かった。母親がほとん

ど注視しない、机やテーブルの下、椅子の脚を見ていること

がわかった（図 6）。また 1つの玩具に執着することなく、様々

な玩具を注視していることがわかった。手の届かない位置か

らリーチングを試みる仕草も見られた（図 7）。 

 

(5) 家庭内での乳児の視線計測 

実際の家庭での乳幼児の行動調査を行った。一番家庭内の事故が

多い夕方の時間帯に調査をした。家庭内に 4台のカメラを設置し

た。さらに、家庭内での乳児の視線計測をするため、乳児の視線

カメラもさらに小型化し、脱着が簡単な帽子型タイプのウエアラ

ブルカメラを装着した。一つ家庭での調査は 3日間行い、映像と

して記録した。家庭内での調査は全部で 14名（月齢 8−14）行っ

た。年齢的に独り立ちができないため、全ての参加乳児はハイハ

イで室内を動き回っていた。室内のものの多くは自分の頭より上

にある為、視線をあげる動作が頻回に見られた。例えば、テレビ

を見る時、近づいて見ようとする為、必然的にかなり視線が仰角になっていた（図 8）。 

実験室での調査結果と同様、1つの物に興味を

持っている時間が極めて短く、色々なところ

へハイハイで移動し、手で確かめる「探索行動」

が多く見られた。多くの子どもは与えられたお

もちゃで遊ぶより、テーブルや椅子の下を動き

回り(図 9)、母親のバッグ、キッチン用品など

でおもちゃではないもので遊ぶことが多かっ

た（図 10）。 

 

(6) 今後の課題と展望 

今回の研究で、乳児の日常生活を乳児の視点で調べることができた。母親が家事をしている

間に、乳児は常に室内の探索を行っており、その中で危険な物に遭遇し、異物誤飲などが起

きる可能性が示唆された。これらの結果は、事故予防の対策に有用な情報となると確信す

る。今回は独歩前の乳児について行ったが、１人歩きが出来る様になると、視線や移動距離

も大きく異なる。対象年齢を変えて、さらに調査することにより、新たな知見が得られると

考えられる。 

図 6 

図 7 

図 8 

図 9 図 10 
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